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平成平成平成平成２８２８２８２８年度年度年度年度    小野市の財政健全化判断比率（指標）小野市の財政健全化判断比率（指標）小野市の財政健全化判断比率（指標）小野市の財政健全化判断比率（指標）    

    

    指  標  名 小野市の指数小野市の指数小野市の指数小野市の指数    参考 (平成27年度) 判 断 基 準 早期健全化基準 財政再生 基準 
実 質 赤 字 比 率 －－－－        （△（△（△（△2.832.832.832.83%%%%））））    △3.05％  13.11％ 20.00％ 
連結実質赤字比率 －－－－    （△（△（△（△48.9948.9948.9948.99%%%%））））    △41.98％ 18.11％ 30.00％  
実質公債費比率                                     4.34.34.34.3%%%%    5.2％ 25.00％ 35.00％ 
将 来 負 担 比 率 －－－－        （△（△（△（△36.36.36.36.4444%%%%））））    △28.4％ 350.00％ － 
資金不足比率 

（ 水 道 事 業 ） 

（下水道事業） 

（都市開発事業） 

    

－－－－    （△（△（△（△362.362.362.362.4444%%%%））））    

－－－－        （△（△（△（△11.211.211.211.2%%%%））））    

－－－－        （△（△（△（△49.949.949.949.9%%%%））））    

 △314.2％ △11.8％ △39.7％ 20.00％ － 
    

毎年度の収支の健全度毎年度の収支の健全度毎年度の収支の健全度毎年度の収支の健全度  

◎◎◎◎実質赤字比率実質赤字比率実質赤字比率実質赤字比率    表示数値なし表示数値なし表示数値なし表示数値なし    ((((△△△△2.832.832.832.83％）％）％）％）（（（（H2H2H2H27777：：：：△△△△3.053.053.053.05%%%%））））    

税収や交付税など自治体の収入に対する一般会計の赤字額の割合 (普通会計を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率) 算式… 一般会計実質収支÷標準財政規模 
 

326,031÷11,508,811＝0.0283（黒字） 

  

◎◎◎◎連結実質赤字比連結実質赤字比連結実質赤字比連結実質赤字比率率率率    表示数値なし（表示数値なし（表示数値なし（表示数値なし（△△△△48.9948.9948.9948.99％）％）％）％）（（（（H2H2H2H27777：：：：△△△△41.9841.9841.9841.98%%%%））））    

税収や交付税など自治体の収入に対する公営企業などを含む全会計の赤字額

(公営企業は資金不足額)の割合    (全会計を対象とした実質赤字（又は資金の不足額）の標準財政規模に対する比率) 算式…（一般会計実質収支＋公営企業の資金の余剰額）÷標準財政規模  
     （H28）       （H27） 

一般会計    326,031     351,428 

国保        112,058      34,893 

介護         90,572        73,980 

後期高齢    14,708        12,058 

水道      4,015,587     3,383,670    

下水        114,631       112,216 

都市開発    965,720       858,290 

            

計  5,639,307÷ 11,508,811＝0.4899（黒字） 
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毎年度の毎年度の毎年度の毎年度の借金借金借金借金返済の返済の返済の返済の負担負担負担負担割合割合割合割合    

◎◎◎◎実質公債費比実質公債費比実質公債費比実質公債費比率率率率        4.34.34.34.3％％％％    （（（（H2H2H2H27777：：：：5.25.25.25.2%%%%））））    

税収や交付税など自治体の収入に対する借金返済費用の割合    (普通会計が負担する元利償還金及び準元利償還金の標準財政規模に対する比率) 【毎年度経常的に収入される財源のうち、公債費や公営企業債に対する繰出金などの公債費に準ずるものを含めた実質的な公債費相当額（普通交付税で措置されるものを除く。）に充当されたものの占める割合】    算式…［｛（元利償還金＋準元利償還金）－（特定財源＋元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額）｝÷｛標準財政規模－元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額｝］の 3 ヵ年平均（参考 単年度 H26:6.1 H27:2.5 H28:4.6） 
 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪元利償還金の額（繰上償還額等を除く） 積立不足額を考慮して算定した額 満期一括償還地方債の１年当たりの元金償還金に相当するもの（年度割相当額

公営企業に要する経費の財源とする地方債の償還の財源に充てたと認められる繰入金
一部事務組合等の起こした地方債に充てたと認められる補助金又は負担金

公債費に準ずる債務負担行為に係るもの 一時借入金の利子 特定財源の額 事業費補正により基準財政需要額に算入された公債費 災害復旧費等に係る基準財政需要額 密度補正により基準財政需要額に算入された元利償還金及び準元利償還金H26 1,728,708 835,416 177,750 13,000 30 236,699 1,079,256 809,386 74,100H27 1,772,256 836,171 75,518 5,555 231,396 1,029,402 921,840 275,642H28 1,943,505 711,252 262,804 4,858 219,242 1,001,536 971,995 309,890⑫⑫⑫⑫ ⑬⑬⑬⑬ ⑭⑭⑭⑭標準税収入額等 普通交付税額 臨時財政対策債発行可能額H26 7,431,566 2,614,356 952,581H27 7,654,152 2,912,462 930,188H28 7,902,814 2,816,358 789,639
 

（①＋②＋③＋④＋⑤＋⑥＋⑦－⑧－⑨－⑩－⑪） 

 

／（⑫＋⑬⑫＋⑬⑫＋⑬⑫＋⑬＋＋＋＋⑭⑭⑭⑭－⑨－⑩－⑪） 

        

            + ＋ ×100 / 3＝ 4.3%    各数値の内訳 ① 一般会計公債費1,943,505 ⑧ 住資・災害3,075 市住45,312 都計税170,855 ④ 水道119 下水711,133 ⑨ 一般会計259,944 下水738,636 環境2,956 ⑤ 企業団259,223  湧水苑3,581  ⑩ 一般会計917,719 下水2,683 環境51,593 ⑥ 逢花苑4,858 加古川西部土地改良（H27終了） ⑪ 水源開発出資分（一般会計）1,044 新病院出資189,233 病院事業（企業団）119,613 
        

標準財政規模 交付税算入額 交付税算入額 
 231,220  9,269,918  555,463   419,756  9,225,390   555,463  9,035,761 
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（H26） （H27） （H28） 
（H26） （H27） （H28） 

将来における将来における将来における将来における借金借金借金借金返済の財政規模に対する割合返済の財政規模に対する割合返済の財政規模に対する割合返済の財政規模に対する割合    

◎◎◎◎将来将来将来将来負担比率負担比率負担比率負担比率            表示数値なし表示数値なし表示数値なし表示数値なし（△（△（△（△36.36.36.36.4444％％％％))))（（（（H2H2H2H27777：：：：△△△△28.428.428.428.4%%%%））））    

税収や交付税など自治体の収入に対する一般会計が将来支払うべき借金等負担

の割合 (普通会計が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する比率) 算式…将来負担額－（充当可能基金金額＋特定財源見込額＋地方債現在高等に係る基準財政需要額算入見込み額）｝÷｛標準財政規模－（元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額）｝ 
 

将来負担額 兵庫県18,895,551 15,252 8,671,806 3,030,007 3,389,595 87,000 87,000 0 018,419,905 9,666 7,758,524 2,848,547 3,111,605 87,000 87,000 0 018,242,796 4,858 6,987,080 2,730,507 3,023,356 87,000 87,000 0 0
退職手当負担見込額 設立法人の負債額等負担見込額 連結実質赤字額 組合等連結実質赤字額負担見込地方債の現在高 債務負担行為支出予定額 公営企業債等繰入見込額 組合等負担等見込額

 

 

充当可能額 うち都市計画税10,020,843 2,236,950 1,993,744 24,076,4789,922,424 1,818,511 1,623,888 23,127,0319,958,062 1,718,069 1,564,173 22,759,335
充当可能基金 充当可能特定歳入 基準財政需要額算入見込額

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公営企業の経営健全度をチェック公営企業の経営健全度をチェック公営企業の経営健全度をチェック公営企業の経営健全度をチェック    

◎◎◎◎公営企業における資金不足公営企業における資金不足公営企業における資金不足公営企業における資金不足比率比率比率比率            ((((資金不足なし資金不足なし資金不足なし資金不足なし))))    

資金不足額(公営企業の流動負債と流動資産の差)の 

営業収益に対する割合 

 

- - △ 36.4△ 36.4△ 36.4△ 36.4- -11,508,811 2,283,421 9,225,390 将来負担比率　（％）-標準財政規模　Ｃ 算入公債費等の額　Ｄ Ｃ　－　Ｄ将来負担額　A 充当可能財源等　Ｂ Ａ　－　Ｂ31,075,547 34,435,466 -3,359,919
＝ ＝


